
市　報　に い が た （4）平成11年８月１日第　　　号1692

市
で
は
、
や
す
ら
ぎ
堤
の
緑

地
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

ほ
ど
、
信
濃
川
左
岸
の
八
千
代

橋
下
流
か
ら
万
代
橋
上
流
ま
で

の
緑
地
整
備
が
完
了
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
堤
の
同
区
間
は
、

６
月
に
植
栽
が
完
了
し
、
芝
生

の
養
生
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
堤
は
万
代
橋
橋
脚
の
ア

ー
チ
を
隠
さ
な
い
よ
う
に
、
橋

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
幅
が
狭
く

と
親
し
み
な
が

ら
憩
え
る
場
が

広
が
り
、
新
潟

ま
つ
り
時
に

は
、
花
火
の
臨

場
感
を
存
分
に

味
わ
う
こ
と
の

で
き
る
観
覧
席

と
し
て
利
用
で

な
っ
て
お
り
、
本
市
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
万
代
橋
と
や
す
ら
ぎ

堤
と
の
景
観
が
調
和
す
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
区
間
の
緑
地
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
信
濃
川
の
水

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
「
能
楽
基
礎

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
＝
表
＝
。

９
月
18
日
に
実
施
す
る
第
５

回
目
は
、
講
師
に
能
楽
評
論
家

で
も
あ
る
、
横
浜
能
楽
堂
の
山

崎
有
一
郎
館
長
を
迎
え
、
能
や

狂
言
の
見
方
や
基
礎
知
識
を
は

じ
め
、
同
館
で
10
月
１
・
２
日

に
開
催
す
る
秋
の
能
楽
鑑
賞
会

の
演
目
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
す
。

10
月
30
日
に
実
施
す
る
第
６

回
目
は
、
講
師
に
り
ゅ
ー
と
ぴ

あ
能
楽
堂
の
鏡
板
を
描
い
た
日

本
画
家
の
手
塚
雄
二
さ
ん
を
迎

え
、
鏡
板
の
構
図
や
製
作
過
程

な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
11
月
13
日
に
は
、
能
楽

に
関
す
る
文
献
資
料
な
ど
を
多

数
所
蔵
し
、
講
演
会
、
研
究
会

な
ど
を
通
し
て
能
楽
の
普
及
に

努
め
て
い
る
財
団
法
人
観
世
文

庫
と
共
催
で
、
「
観
世
文
庫

能
楽
講
座
」
を
実
施
。
能
楽
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
観
世

文
庫
理
事
で
も
あ
る
表
章
さ
ん

を
迎
え
、
能
舞
台
の
変
遷
と
い

う
視
点
か
ら
、
能
楽
の
歴
史
を

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
午
前
11
時
か

ら
は
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
新

潟
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
の
決
勝
戦
も
行
わ
れ

ま
す
。

将
来
の
サ
ッ
カ
ー
界
を

担
う
選
手
た
ち
の
若
さ
あ

ふ
れ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試

合
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

同
実
行
委

員
会
（
�
２
６
６
・
４
３

５
５
）
へ

き
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
堤
は
、
昭
和
62
年

か
ら
建
設
省
信
濃
川
下
流
工
事

事
務
所
が
、
老
朽
化
し
た
堤
防
の

強
化
と
親
水
空
間
の
創
造
を
目

指
し
整
備
を
進
め
て
お
り
、
市

が
緑
地
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

信
濃
川
の
川
底
を
掘
削
す
る

こ
と
で
、
１
秒
間
に
１
０
０
０

立
方
�
の
水
量
を
安
全
に
流
す

深
さ
を
確
保
し
、
掘
削
し
た
土

砂
で
堤
防
を
高
く
す
る
こ
と

で
、
本
市
を
洪
水
か
ら
守
る
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

会
場
　
市
民
芸
術
文
化
会
館
能

楽
堂

申
し
込
み
　
各
申
込
締
切
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
に
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
同
館
事
業
課

（
一
番
堀
通
町
３
・
２
�
２
２

４
・
７
０
０
０
）
へ
　
※
応
募

多
数
の
場
合
抽
選
、
各
講
座
ご

と
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

る
よ
う
に
、
傾
斜
が
ほ
と
ん
ど

感
じ
ら
れ
な
い
、
全
国
初
の

「
５
割
勾
配
」
の
堤
防
を
採
用

し
て
お
り
、
都
市
部
の
貴
重
な

水
辺
空
間
と
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
本
年
度
中
に
、
信

濃
川
左
岸
の
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送

脇
か
ら
新
潟
明
訓
高
校
脇
ま
で

の
区
間
の
緑
地
整
備
を
実
施

し
、
平
成
12
年
度
に
は
、
新
潟

明
訓
高
校
脇
か
ら
Ｊ
Ｒ
越
後
線

鉄
橋
下
流
の
緑
地
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
園
緑
地
課

（
�
内
線
２
８
３
５
）
へ

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

国民健康保険被保険者証の更新について
国民健康保険の加入世帯へ「藤色」の

新しい保険証を８月20日に郵送します。
なお、修学のため住所が市外にある学生
の保険証◯学 も、本年度から加入世帯へ郵
送しますので更新手続きは不要です。
問い合わせ 国民健康保険課（�内線
2692）へ

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
※印は栄養士による相談あり
地　区 月　日 会　　　場 時　間
大 　 形

内 　 野

沼 　 垂

石山・大江山

曽 野 木

石 　 山

８・４

８・５

８・６

８・９

８・11

８・12

※大形連絡所

※西地域保健福祉センター

※東地域保健福祉センター

※石山地域保健福祉センター

※曽野木分室

老人憩の家・石山荘

午前10時～11時半

午 後 １時半～３時

午後１時半～３時

午後１時～２時半

わたしの町「大形」ちいき楽会
日時 ８月21日午前11時～午後３時半
会場 大形公民館　
内容 フレンドランドフェスティバル’99
の展示コーナー、ほか
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 会場（�270-8133）へ

年齢別水泳選手権大会
日時 ８月29日午前８時45分から
会場 西海岸公園市営プール
種目 個人、団体
申し込み ８月17日（必着）までに所
定の申込書を会場（関屋�267-6858）
または鳥屋野総合体育館屋内プール（神
道寺�241-4600）へ

犬・猫の里親・里子交流会
日時 ８月４日午後３時～４時
会場 中央地域保健福祉センター裏
問い合わせ 保健所食品衛生課（�内線
3627）へ

石山地区公民館 初心者将棋教室
日時 ８月17日～26日午前10時～正午
（全７回） 対象 小学生以上先着25人
申し込み 同館（�286-5631）へ

広 報 テ レ ビ 案 内
さわやか新潟
ＢＳＮ　第１土曜　９：45～10：15
新潟市政ニュース
ＮＳＴ　毎週土曜　９：55～10：00
すこやか新潟
ＴｅＮＹ　毎週日曜　11：25～11：30
新潟こどもの広場
ＮＴ21 毎週日曜　17：55～18：00

夏休み親子くらしの体験教室

親子で見学日本銀行新潟支店
日時 ８月18日午前９時45分～11時半
対象 小学４年～６年生とその保護者先
着15組
申し込み あす２日から電話で市消費生
活センター（�内線2412）へ

浸水対策住宅融資制度
住宅金融公庫融資を利用して住宅を建

設する人で、一定の基準を満たす浸水対
策を行う場合、特別加算の融資が受けら
れます。また、最近の経済状況により住
宅金融公庫の返済で困っている人はご相
談ください。返済負担の軽減が可能な場
合があります。
問い合わせ 建築指導課（�内線3053）へ

８
月
６
日
か
ら
、
県
内
５
会

場
で
「
第
３
回
国
際
ユ
ー
ス
サ

ッ
カ
ー
Ｉ
Ｎ
新
潟
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

海
外
か
ら
の
３
チ
ー
ム
、
国

内
の
強
豪
４
高
校
に
加
え
、
県

の
高
校
選
抜
を
含
め
た
計
８
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
で
争
い
ま
す
＝
表
＝
。

本
市
で
は
、
決
勝
戦
と
３
位

決
定
戦
が
８
月
８
日
に
市
陸
上

第
10
回
目
と
な
っ
た
「
日
本

夕
日
写
真
大
賞
」
の
入
賞
作
品

の
展
示
会
が
市
内
の
デ
パ
ー
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
海
夕
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
行
委
員
会
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
市

や
多
く
の
団
体
が
一
緒
に
な
っ

て
日
本
海
の
夕
日
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
そ
し
て
新
潟
の
素
晴
ら

し
さ
を
訴
え
か
け
る
運
動
の
一

貫
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

写
真
大
賞
は
、
毎
年
夕
日
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
公
募
し

て
展
示
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し

で
、
今
年
も
全
国
か
ら
６
２
２

点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

東
京
駅
丸
の
内
北
口
ド
ー
ム

で
も
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
が
立
ち
寄
っ
た
際
に
も
、

大
勢
の
人
々
が
熱
心
に
観
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

市
や
周
辺
の
町
村
の
観
光
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
置
か

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
行
委

員
会
の
方
々
が
新
潟
か
ら
駆
け

し
た
。
10
年
も
続
け
て
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
全
国
各
地

か
ら
参
加
さ
れ
る
人
も
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

大
賞
１
点
を
は
じ
め
、
優
秀

賞
な
ど
計
９
点
が
入
賞
、
さ
ら

に
、
に
い
が
た
夕
日
百
景
と
し

て
１
０
０
点
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
大
変
素

の
よ
う
な
作
品
が
毎
年
継
続
し

て
新
潟
か
ら
発
信
さ
れ
て
行
く

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

８
月
７
日
か
ら
は
、
い
よ
い

よ
新
潟
ま
つ
り
で
す
。

市
民
み
こ
し
、
ま
つ
り
行
列
、

大
民
謡
流
し
、
花
火
大
会
と
続

き
ま
す
が
、
爆
発
す
る
よ
う
な

市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
不
況
風

り
ひ
と
り
の
生
活
と
の
か
か
わ

り
や
、
情
感
が
凝
縮
さ
れ
て
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

作
品
を
譲
っ
て
ほ
し
い
と
か

売
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
も

多
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
写
真

の
も
つ
芸
術
性
や
表
現
力
の
奥

深
さ
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
こ

を
思
わ
せ
、
全
て
を
包
み
込
ん

で
く
れ
る
包
容
力
を
感
じ
ま
す
。

特
に
、
沈
ん
だ
後
の
静
寂
と

で
も
い
う
べ
き
ひ
と
と
き
に
は
、

万
感
の
思
い
が
昇
華
す
る
よ
う

な
気
高
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。

写
真
展
の
作
品
を
見
て
い
る

と
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
夕
日

へ
の
思
い
入
れ
の
一
瞬
を
写
し

撮
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ひ
と

つ
け
て
、
交
代
で
説
明
役
を
務

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
社
業
お

忙
し
い
な
か
、
新
潟
の
紹
介
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
次
第

で
す
。

昇
る
朝
日
に
は
元
気
、
躍
進

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

沈
む
夕
日
に
は
何
か
深
く
も
の

を
吹
き
飛
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
10
日
に
は
、
新
潟

ま
つ
り
と
並
ん
で
夏
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
た
日
本
海
夕
日

コ
ン
サ
ー
ト
が
服
部
克
久
さ
ん

を
は
じ
め
、
堀
内
孝
雄
さ
ん
、

宗
次
郎
さ
ん
な
ど
を
お
迎
え
し

て
青
山
海
岸
で
行
わ
れ
ま
す
。

心
地
よ
い
音
楽
に
包
ま
れ
て

新
潟
の
夏
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
夕
日
に
照
ら
さ
れ
る

波
間
の
眺
め
や
潮
騒
の
音
も
楽

し
み
を
さ
ら
に
高
め
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

夕
日
の
写
真
展

広がった親水空間（上）、

多くの市民に親しまれている

やすらぎ堤（左）

講
座
名

日
時

９
月
18
日

午
後
１
時
半
か
ら

10
月
30
日

午
後
１
時
半
か
ら

11
月
13
日

午
後
１
時
半
か
ら

演
題

初
め
て
知
る
能
・
狂

言
の
世
界
〜
秋
の
能

楽
鑑
賞
会
の
前
に

能
楽
堂
鏡
板
完
成
へ

の
過
程

舞
台
の
変
遷
に
み
る

能
楽
の
歴
史

参
加
費

１
０
０
０
円

１
０
０
０
円

申
　
込

締
切
日

８
月
20
日

９
月
24
日

10
月
15
日

第
５
回

能
楽
基
礎
講
座

第
６
回

能
楽
基
礎
講
座

観
世
文
庫

能
楽
講
座

決勝戦�

３位決定戦�

８・８（13：15～）�

８・８（９：10～）�

柏　崎�
８・７�

新発田�
８・７�

新　井�

８・６�

新　津�

８・６�

新　井�

８・６�

新　津�

８・６�

ブ
ラ
ジ
ル
・�

サ
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ�

新
潟
県
高
校
選
抜�

室
蘭
大
谷
高
校�

静
岡
学
園
高
校�

韓
国
・
富
平
高
校�

四
日
市
中
央
工
業
高
校�

習
志
野
高
校�

ド
イ
ツ
・
バ
イ
ヤ
ー�

・
レ
バ
ー
ク
ー
ゼ
ン�

柏　崎�
８・７�

新発田�
８・７�

プ
ー
ピ
ョ
ン�

関屋地区公民館 鳥凧（だこ）作り教室
日時 ９月４日～10月23日毎週土曜日
午後１時半から　対象 成人先着20人
参加費 2,500円
申し込み 同館（�266-4939）へ


